
定期的に、多職種合同でケースカンファレンスを開催しています。

この日のテーマは、『過剰塩分摂取な利用者さまへの促し』です。

慢性うっ血性心不全既往の方で、日常生活は行えるものの、物忘れが著明で

軽度認知症の診断あり、全身状態の観察、内服に対しては内服管理にて

訪看介入の利用中の方です。ほぼ飲み忘れなく行えるようになってきましたが、

食事は説明するも三食ご飯に塩をかけて食べている状況でした。

カンファレンスにてヘルパーの介入を提案し、CMやヘルパーとの情報共有を行い、

利用者さまには一緒にノート記載するなど必要な事は何度でも話をしていく、

医師の定期受診調整を行い連携へ繋ぐ等の、色々なアプローチが始まりました。

毎朝行われる情報共有の時間も大切にしています。

より良き看護・リハビリ介入に向け、日々努めています。

～すこやかでの取組や、楽しいエピソードなど発信していきます～
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